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⑫  山口市の物価この２０年      ２４年８月１６日掲載  

 

近年、日本経済はデフレだと言われています。山口県も例外ではありません。

デフレとは、ものの値段（物価）が下がることですが、今回は、この物価の動き

を表す「消費者物価指数」を紹介します。  

総務省統計局が毎月発表する消費者物価指数は、同局が実施する「小売物価統

計調査」を基に計算されます。これは、私たちが購入する商品（食料品や服）や、

サービス（宿泊料や医療費）の価格などの調査です。  

この２０年間の物価の変化を、山口市の「総合指数」でみると、平成２２（２

０１０）年を１００とした時、平成４（１９９２）年１月の９９．４から平成１

０（１９９８）年１０月の１０５．７まで上昇し、今年６月には９９．２まで下

がりました。  

下落の要因は主に家電製品です。冷蔵庫、洗濯機を含む家庭用耐久財の指数は、

平成４年１月の４０９．５から、今年６月の７５．８まで、約５分の１に大きく

下落しました。  

値上がりしたものもあります。食料の指数は平成４年１月には９３．８でした

が、今年６月では９９．３に上昇しました。ガソリンを含む自動車等関係費も、

原油価格の影響を受け乱高下し、２０年前と比べると上昇しました。  

電気代は平成４年１月の１１５．１から、今年６月には１０６．９に下がった

ものの、東日本大震災以降でみると上昇しています。  

山口市は平成１０年以降、緩やかなデフレのように見えます。しかし内訳をみ

ると、食料品や電気、ガソリンといった生活に欠かせない商品は値段が上がり、

家電製品など購入機会が少ない商品は値段が大きく下がる－という生活実感と

はやや離れた物価安のようです。  

 

 


